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序
　
言

）

二
五
　（
二
五

　
二
〇
二
一
年
六
月
二
六
日
（
土
）
に
三
田
史
学
会
大
会
に
お
い

て
、「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望 

」
と
い
う
題
名
で
総

合
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
二
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
講
演
一
　
神
崎
　
忠
昭

　
　
　
　
　「『
史
学
』
か
ら
読
む
三
田
史
学
会
の
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　 （
一
九
九
〇
年
以
前
）」

　
講
演
二
　「
一
九
九
〇
年
以
降
の
各
専
攻
」

①
浅
見
　
雅
一
（
日
本
史
学
専
攻
）

②
岩
間
　
一
弘
（
東
洋
史
学
専
攻
）

③
野
々
瀬
浩
司
（
西
洋
史
学
専
攻
）

④
杉
本
　
智
俊
（
民
族
学
考
古
学
専
攻
）　

　
次
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣
旨
に
つ
い
て
、
簡
単
に
説

明
す
る
。
一
九
二
一
年
一
〇
月
に
三
田
史
学
会
の
機
関
誌
『
史

学
』
が
創
刊
さ
れ
た
事
実
か
ら
計
算
す
る
と
、
二
〇
二
一
年
一
〇

月
で
丁
度
そ
の
一
〇
〇
年
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
主
目
的
は
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
三
田
史
学
会
と

『
史
学
』
が
果
た
し
て
き
た
歴
史
学
全
般
へ
の
学
術
的
貢
献
に
関

す
る
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
現
在
同
誌
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
よ

り
正
確
に
認
識
し
、
今
後
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
題
材
を
提
示

し
、
本
学
会
の
さ
ら
な
る
学
術
的
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
必
要

な
建
設
的
な
議
論
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
な
お
、
か
つ
て

一
九
九
〇
年
六
月
一
六
日
（
土
）・
二
三
日
（
土
）
に
「
三
田
史

学
の
一
〇
〇
年
を
語
る
」
と
い
う
大
規
模
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
内

容
に
関
連
し
た
豊
富
な
報
告
記
録
が
『
史
学
』（
六
〇
巻
二
・
三

号
、
一
九
九
一
年
六
月
公
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
企
画

と
の
間
に
内
容
上
大
幅
に
重
複
し
た
形
態
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

今
の
時
代
に
あ
え
て
開
催
す
る
意
義
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
と

判
断
さ
れ
た
。
従
っ
て
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
一
九
九
〇
年
の

序
　
言

二
〇
二
一
年
度
三
田
史
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
史
学
』
一
〇
〇
年
の
総
括
と
展
望
」



史
　
　
　
学
　
第
九
一
巻
　
第
一
・
二
号

）

二
六
　（

三
田
史
学
会
大
会
総
合
部
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

そ
れ
を
補
完
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
降
を

中
心
に
議
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
い
て
、
ま
ず
講
演
一
で
一
九
九
〇
年
ま

で
の
三
田
史
学
会
と
『
史
学
』
の
歩
み
を
俯
瞰
し
、
そ
れ
を
受
け

て
講
演
二
で
は
、
そ
れ
以
降
に
史
学
系
四
専
攻
が
そ
れ
ぞ
れ
『
史

学
』
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
総
括
し
た
。
　

『
史
学
』
編
集
委
員
一
同

二
六


